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＊昭和62年の80-84の年齢階級は参考値
（80歳以上で一つの年齢階級としているため）

（本）

○ 各調査年を比較すると、すべての年齢階級で一人平均現在歯数は増加傾向にある。

○ 昭和62年と平成23年を比較すると、75～79歳で最も多く増加しており高齢者における増加が顕著である。

年齢階級別の一人平均現在歯数

出典：歯科疾患実態調査（昭和32年より6年ごとに実施）

中 医 協 総 － ３
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